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男たちが幻視する家系
サ ム ・シ ェパ ー ドか らデ イ ビ ッ ド ・ヘ ン リー ・ホ ワ ンへ

森 本 道 孝

概要 本稿では,現 代アメリカ劇作家サム・シェパー ドの 「埋められた子供」と,デ イビッ

ド・ヘンリー ・ホワンの 『家族礼拝』に登場する男たちが,ガ ラスなどの表面に自身の祖先

の姿を幻視することの意味を,彼 らがアイデンティティに不安を感じており,自 身のルーツ

をたどろうとしている証だととらえ,考 察する。また,こ れら二つの劇の共通性や,白 人と

アジア系という出自の違う二人の作家間の影響関係についても考える。
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ア イ
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Abstract The purpose of this paper is to examine the male characters in Sam 

Shepard's Buried Child and David Henry Hwang's Family Devotions. Since they have 

some anxiety about their own identities, they are haunted by the illusions of their 

own ancestors which are shown on the surface of the glass. They try to trace their 

own roots in order to relieve their anxieties. We see a similarity between these two 

plays and examine whether Shepard, a great white hope, had an influence on 

Hwang, an Asian American.
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1.は じ め に

本稿 で は,現 代 ア メ リカ演劇 を代 表す る作 家 サム ・シェパ ー ドの代表 作で,ピ ュ リッ

ツ ァー賞 も受賞 したほど評価の高 い 『埋 め られ た子供』 と,彼 の影響を多大 に受 けた とさ

れ るアジア系 アメ リカ人演劇作家 デイ ビッ ド・ヘ ン リー ・ホワンの 「家族礼拝』 との比較

を通 して,男 性登場人物 たちが いか に自身の家系 に囚われて いるのかを考察す ることを 目

的 とす る。

シェパ ー ド作品の男 たちは,一 様 に自身の アイデンティティに不安を抱え,特 にその血

縁関係 にある他の男 たちと反 目 し,争 いを繰 り広 げる。『餓 えた階級 の呪い』 や 「フール・

フォア ・ラブ』 における父親 と息子の対立の問題な ど,そ の例 は挙 げれ ばき りがな い。特

に,彼 の劇 中には互 いをまるで鏡像で あるかの ように意識 しあう男た ちが 出て くる。その

代表 的な もの は,「 本物 の西部』 に登場す る兄 弟,リ ーとオーステ ィ ンで あ る。作 品冒頭

部分で は,自 堕落で泥棒稼業 に身 を落 と して いる兄 リー と,映 画 シナ リオ ライター と して

身 を立てて いる成功者 と しての弟オ ースティ ンという構図で ある。 しか し,突 如 リーが シ

ナ リオ書 きに目覚 め,本 来オー スティンの プロデュー スを して いた人物 とや り取 りを始 め

るや否 や,こ の構 図 は逆転 して い く。二人 の姿 は合わせ鏡 の よ うに互 いを映 しだ した ま

ま,徐 々に反転 して い くので あるが,結 末部分で彼 らの対立 は決定的な もの とな り,お 互

いに微妙 に距離を取 りなが ら向 き合 い,今 にも互 いを殺 さん ばか りの緊張状態で幕が下 り

る。 この シー ンでの二人の間 にはまるで鏡が置 いて いるかの ような印象を与え られ る。彼

らは,こ の ように互 いに自己を照 らし出す ための存在を あてがわれて いるが故 に破滅の道

に進んで いるともいえ る。 シェパー ドの関心の 中心 はここにあ り,こ れ は男た ちが 自身の

アイデ ンティティに不安 を覚えて いるさまを描写す るための手法 とな って いる。

この ような作風の影響を受 けて いるのが,1988年 に アジア系 と して初 めて トニー賞を受

賞 した 『M・バ タフライ』で有名 とな った中国系 アメ リカ人劇作家のデ イビ ッ ド・ヘ ンリー・

ホワ ンで ある。彼 は大学時代 に演劇祭で シェパ ー ドと出会 って演劇の指導を受 けてお り,

演 劇作成 においてその影響を受 けているのは間違 いな い(1)。特 に今 回取 りあげて いる 『家

族礼拝』は 「家族」とい うテーマの共通性 のみな らず,作 品 冒頭の献辞 にホワンが シェパー

ドの名前 を挙 げて いることか らす ると,彼 ら二人の影響関係 につ いて考察す ることには意

(1)Berson,92-93.
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味があるだろう。ホワンの関心の中心 もシェパー ドと同様に,男 性性の喪失やアイデン

ティティの不安の問題であるが,ア ジア系作家であるという分だけ,そ の問題はより複雑

化する。特に,ア メリカに移住 したアジア系男性たちのイメージがいかに駿小化されてい

るのかということをうまく描き出す作家であると言ってよい(2)。例えば,同 じくシェパー

ドに捧げられた,新 米の移民を意味するタイ トルのついた 『FOB』 という作品が端的にあ

らわす通 り,中 国か らの移民たちがアメリカにおいてどのような状況におかれるのか,あ

るいは移民たち同士の間にどのような差異が生まれるのか,な どということに彼は問題意

識を持っている。例えば,ウ ォンはこの作品の男性登場人物を取 り巻 く現象の例として提

示されているものとして,「アメリカ生まれの同化 した自己,白 人的な判断の内向化とアジ

ア人としてのアイデンティティの放棄,『アジア人的』劣位の特質を体現する人物への肉体

的かつ ・あるいは精神的暴力」を挙げている(3)。これほどに,ホ ワンの作品の中にはアジ

ア系であり,か つアメリカ在住であるという二重性によって生 じうるアジア系男性たちの

アイデンティティの不安定さに関する記述があふれているのである。

このような男たちの在 り方やアイデンティティに関 してよく似た視点を持った二人の作

家の数多い作品の中で,本 稿で検証する二つの作品における登場人物たちにとっては,誰

か他の具体的な人物の存在が自己を投射する鏡としての存在となるというわけではない。

しか し,両 作品に共通 してみ られる鏡を思わせるようなガラスなどの表面に祖先の姿を幻

視する男たちの姿こそが,自 身の存在意義やルーツに対する不安をあぶ りだす効果を持っ

ていると考えることができる。このことを,彼 ら二人の類似点や相違点に着目しながら,

以下で検証 していくことにする。

2.男 たちが幻視す る祖先

まず は,こ れ ら二つの劇作品 において,男 たちが 自身の家系を幻視 して いる場面 につ い

て,比 較 を しなが ら具体的 に考察 を進 めて い くことにす る。 まず は,サ ム ・シェパー ドの

「埋 め られた子供』の第3幕,劇 の クライマ ックスともいえ る最終場面を取 り上 げる。恋人

シェ リーとともに,久 しぶ りに祖父母や父の いる実家 を訪れ たヴィンスは,当 初 は,家 族

の だれか らも認知 されな いという奇妙な状態 におかれ る。彼が会お うと願 って いた実の父

(2)こ の あ た りの ア ジ ア系 男 性 の マ ス キ ュ リニ テ ィの 不 安 につ い て は,Eng(2001)に よ るM8〃'一

1ε吻 に つ い て の分 析 に詳 しい。

(3)Wong,109.
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親ティルデンさえもそうなのである。 しか し,祖 父 ドッジの指示で酒を購入に出かけた彼

が泥酔 して帰宅 してか らは,突 如この祖父によって認知され,家 を相続させるという宣言

さえされて しまう。実はヴィンス不在の間に,こ の家族が抱えていた過去の秘密が明かさ

れており,家 の中の状況は激変 しているのである④。以下は,そ の直後の場面である。

ヴィ ンス.昨 夜,一 一晩 中車を走 らせて いた。…… フロン トガ ラスに俺 自身の姿が見え

て いた。顔。両 目。俺 は 自分 の顔 を しっか りと見た。何 もか もすべて を。 ま る

で,別 の誰かの顔を見て いるかの ように。 まるで,そ いつの背後 にいる人物た ち

の顔 まで も見 るかの ように。 ミイラの顔の ような。 そいつ は生 きて いると同時 に

死 んでい る とわか るんだ。 フロ ン トガラスの 中で,そ いつ は まるで時間 の中 に

凍 って しまったかの ようだが,呼 吸 は して いる,そ して呼吸 ごとに,何 かが はっ

き りして くる。…… それか ら,そ いつの顔が変わ った。父親の顔 にな ったんだ。

骨格 も,目 も,鼻 も,呼 吸 も同 じ。 そ して,父 親の顔 は,祖 父の顔 に変わ った。そ

んな風 に続 いて い くんだ。変化 し続 ける。 そう して,俺 が見た こともな い顔 にま

で た ど り着 くん だが,で もわか るん だ。 その下 にあ る骨格 で分 か るんだ。 目で

も,呼 吸で も,口 で も。…… そう して,全 部消えて しまった。(βC130)(5)

この 場面で は,ヴ ィンスは家具を破壊 しなが ら帰宅 して お り,か な りの酩酊状態 にあるこ

とが明 白で ある。 ここで彼が語 って いる車の フロン トガラスの 中に自身の祖先の姿を見た

という話 は,こ の ような酩酊状態が見せ た幻覚で あると言え るか も しれな い。 しか し,何

よ り重要で あるの は,彼 が久 しぶ りに訪れ たとはいえ,家 族の誰 にも認知 されて いな いと

いう特殊な状況下で,こ の幻視が起 こって いるということで ある。彼の心理 と して は,何

とか して 自身のルー ツに関す るよ りどころを見つ けな けれ ばな らなか ったので ある。その

際 に見えて くるのが見 たこともな い人物 にさかの ぼるほどに次 々と現れ る先祖た ちの姿で

あった。見えな いはずの人物の姿 まで もが見え るというの は,そ れだ け血縁 に関す る彼の

意識 が高 い とい うこ とを示 してい る。つ ま り,血 縁 関係 にあ る と思 って い る人物 た ちか

ら,そ のつなが りを認 めて も らえな いヴィンスがすが るの もや は り自身の血縁で しかな い

の だ。 しか も,こ こで は女性 たちに関す る言及 はな く,あ くまで血縁のつなが り,自 身の

ル ーツと して幻視 され るの は男性 たちの姿 しかな い。 この ような男性 中心の描写 は,シ ェ

(4)こ の 点 につ い て は 次 の 章 で 詳 し く検 証 す る。

(5)以 降,『 埋 め られ た 子 供 』(β κ〃θ4C痂14)か らの 引 用 は,βCと ペ ー ジ数 で表 記 す る。
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パ ー ドの家族演劇全体の特徴 とも言え る。

一方の デイ ビッ ド・ヘ ンリー ・ホワ ンの作品 「家族礼拝』で は
,中 国か らの移民で ある

男性 ディーゴウが,ガ ラスで はな く,甥 の チェスターが持参 したピカピカのバ イオ リンの

背面 に自身の顔を映 し,そ こに祖先を幻視 させ る。 チェスターは家族 と離れて暮 ら した い

という希望 を話すが,そ れ を叔父の ディーゴウが説得 して いる場面で ある。

ディ=ゴ ウ.お 前 たちに見え るもの よ りもはるか に多 くの顔が ある。 白人の宣教師た

ちが中国に到着す るよ りもは るか に昔 の顔 た ちだ。(彼 はチ ェスターのバイオ リ

ンを持 ち,そ の背面 を彼 に見せ,鏡 のよ うに用 いる。)こ こを見 るんだ。 お前 の

顔 を。顔を しっか りと見 ろ。 そうす ると,自 分の顔の形が,何 世代 も前の多 くの

顔 と重な って見え るだ ろう。海を越えて,土 地 も変わ って。お前 は離れて暮 ら し

たいと願 う前 に,家 族 と一つ にな らね ばな らんのだ。

チェスター.あ あ,顔 が あるね。で も,こ こで はそんな ことなんで もな い。 ここで意

味が あるの はシー 一ゴー 一ボーの顔だ けだ。

ディ=ゴ ウ.い や。 お前の顔 に刻 まれ た話だ けを信 じな いといけな い。(FD126)(6)

す で にシェパ ー ドの作品 における分析で見 たの と同様 に,こ こで も過去のルー ツを幻視す

るの は男性二人だ けで ある。特 に,デ ィ=ゴ ウにとって,中 国を離れた現状 はかな り不安

定な もので あ り,何 とか 自身の過去のル ーツにすが りたいという気持 ちが見て取れ る。引

用最後の 「お前の顔 に刻 まれ た話だ けを信 じな いといけな い」 というセ リフを彼 はこの後

も何度か繰 り返 し用 いて お り,こ れ こそが 中国 に根差す彼 らのルー ツの証で あ り,彼 自身

の拠 り所で あると言え る。 しか しなが ら,同 じ男性で あるにもかかわ らず彼 ら二人の見解

は一致 して いな い。若 いチェスターの方が幻視す るの は女性の姿で あるというので ある。

ここで チェスターが言 うシー=ゴ ー=ボ ーとは白人宣教師 たちか らキ リス ト教の伝道を引

き継 いだとされ る大伯母で あ り,山 本が分析す る通 り,こ の アメ リカ在住の 中国系の家族

は女 たちによって支配 されて いるのだか ら,そ れ さえ あれ ば安泰だ という意味が彼の発言

の 中には込 あ られてい る(7)。た だ し,チ ェスターが家 族か ら離れて暮 らしたい と思 って い

ることを考え ると,彼 の この発言 は本心の裏返 しで あ り,皮 肉で あると考え る方が 自然で

ある。か たや,デ ィ=ゴ ウはアメ リカに移住す る以前の 中国時代の家系を重ん じるべ きだ

(6)以 降,『 家 族 礼 拝 」(翫 加 かDεvo加 η3)か らの 引用 は,FDと ペ ー ジ数 で 表 記 す る。

(7)山 本 秀 行,p.88.
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と主張 して お り,旧 世代の男性 と女性の間の見解の相違が浮 き彫 りにな る。女性の方 は移

住後の新世界(=ア メ リカ)に 比較的早 く順応 して お り,男 性 はいまだ に移住前の 旧世界

(一 中国)に 囚われている とい う対照性 が この場面 か ら見 えて くるのである。

また,こ の ような男女間の対照性 は宗教の違 いという形で も描写 されて い く。すで に述

べ た通 り,シ ー一ゴー 一ボー という女性 は白人宣教師か らキ リス ト教を伝え られ,そ れを

家族の 中に浸透 させ た。 これを アマとポポというディ=ゴ ウの姉二人が引 き継 ぎ,家 族を

支配 して いるといって もよい。 中国か らや って きたディ=ゴ ウはこの二人 によって改 めて

キ リス ト教への洗礼を勧 め られ るが,彼 はこの環境 に耐え られな い。 ここでキ リス ト教洗

礼が示すの は,中 国か らの移民 にとって はアメ リカ的価値観への順応,あ るいは妥協 とい

うもので あ り,彼 らが アイデンティティの所在を どこに求 めるのか ということにとって,

非 常 に重要 な意味を持つ。 山本が引用 して いるイ ンタ ビューによると,こ れ は 「再洗礼キ

リス ト教徒」 と してのバ ックグラウン ドを持つ ホワンの家族 に実際 に起 こった 出来事 に基

づ くエ ピソー ドで,ホ ワン自身 はキ リス ト教信仰 を途 中で捨て ている とい う(8)。この よう

に自分 の作品の 中に 自伝 的要素 を色 濃 く出す とい う特徴 も,ホ ワ ンとシェパ ー ドの共 通

点 の一つ とい うことがで きる(9)。シ ェパ ー ドもまた父親 との関係 に苦 しみ,そ の葛藤ぶ り

が彼 の作品 に反 映 されてい るのは多 くの批評 家 が指 摘 して い る。父 親 との関係で の シェ

パ ー ドの苦悩 を最 も端的 に示すの は,代 々受 け継がれて きたサ ミュエル という名前をつ け

られ た彼 は,父 親 と同 じ名 を名 乗 る ことが嫌 だ とい う理 由でサ ムに改 名 した とい うエ ピ

ソー ドで あ る(1①。 つま り,彼 は何 とか して父親 という存在 との差別化 を図ろ うと した とい

うことにな り,そ れ ほどに彼 にとって血縁のつなが り,特 に同性で ある父親 とのつなが り

による影響 は大 きな もので あったことが推測 され る。結局,こ の後 も彼 は自身の父親 との

関係 を思わせ る作品を書 き続 けて いるために,こ の影響か らは逃れ ることがで きなか った

の だともいえ る。

さ らに興味深 いことには,先 ほどの ホワ ンか らの引用の シーンの あとには,今 度 はチェ

スターがデ ィー ゴウの顔 をバ イオ リンに映 させ て,先 ほ どと同 じことをや り返す ので あ

る。

チェスター.わ か った。 これを見 て。(彼 はバイオ リンを反転 させ,デ ィ=ゴ ウに向

(8)山 本 秀 行,p.83.

(9)例 え ば,2009年 作 の 『イ エ ロ ー ・フ ェイ ス 」 に は,自 身 と同 じ名 前 の 劇 作 家 を 登 場 させ,ま た

自身 で そ の 役 を 演 じるな ど,自 伝 的 要 素 を 作 品 に 取 り入 れ て い る。

⑩Shewey,13.
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けて再 びそれ を鏡の ように用 いる。)見え るだ ろう。俺 に見えて いるものがわか る

だろ う?あ な たの顔 が変 化 し始 め てい るのが見 え るん だ。 それ と ともに,心

も,意 志 も,顔 と同 じく変わ って しまうよ。彼 らと一緒 にいた らあなたの これ ま

での 自己はどこかへ行 って しまって,そ の代わ りに,新 しくて古 い男,お 祈 りを

す るような男 にな って しまうよ。(FD127)

この 行動 と発言 も,先 ほど確認 したチェスターの本心を裏付 けて いる。彼 もや は り女性た

ちに支配 されて いる家族の現状 に危機感を持 って いて,結 局 はディ=ゴ ウと同 じ男性側の

考え方 を持 って いることが明 らか にな るわ けで ある。引用か ら明 らかで あるように,こ の

ままで は家族全員が キ リス ト教 に洗脳 されて しまい,本 来持 って いた はずの 中国人 と して

の アイデ ンティティが消滅 して しまうことに不安を覚えて いるので ある。

さ らに注 目すべ きなの は,シ ェパー ド劇の人物が幻視す るの は自身の過去のルー ツのみ

で あ ったの に対 し,こ こでのチ ェスター は未来 に向 か う視 点 を持 ち込 んでい るこ とで あ

る。 この ままで は女 たちの持 ち込む キ リス ト教が代表す るアメ リカ的な物のせ いで,デ ィ

=ゴ ウの顔が変わ って しまうという。 シェパ ー ド劇の人物が幻視す る過去 は,す で に自身

の ルーツ とな って いるたあ にアイデ ンテ ィテ ィの不安 を和 らげ る効果 を発 揮す るの に対

し,チ ェスターが ディ=ゴ ウに見せ るの は,今 後の変化 に関す るもので あ り,彼 らの アイ

デ ンティティにつ いての不安 はこれか らも続 きかねな いことが暗示 されて いる。 これ は,

ア メ リカにおいて,ア ジア系の人 々が 白人 に比べて難 しい状況 に置かれて いる現実 と無関

係で はな い。

ここまで見て きたホワンの作品の 中にある男 たちの幻視場面の直後 には,後 で詳 しく検

証す るような,デ ィ=ゴ ウによる女 たちの幻想打破の シー ンが続 く。つ ま り,秘 密の暴露

の後 に幻視が起 こるシェパー ドの場合 とは順番が逆 にな るが,彼 らの幻視 シー ンは秘密の

暴露の ための重要な布石の役割を果 た して いると言え るので ある。 この ように,シ ェパー

ドとホワ ンの両作品 に共通す る男 たちが ガラスな どの表面 に自分の祖先の姿を幻視す る行

動 というの は,ど ち らも彼 らの男性 と しての アイデ ンティティの不安を端的 に示す絶好の

タイ ミングでな されて いるといって よ く,作 品全体の 中で最 も重要な場面 とな って いるの

で ある。
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3.秘 密の暴露と希薄化する父親の存在

シェパ ー ドの 「埋 め られ た子供』 には,こ の他 にもいろいろな仕掛 けが ある。先 ほど言

及 した幻視の場面 に至 るまで に,こ の劇の 中で はいろいろな事件が起 こって いる。その 中

で もこの劇 の根幹 と も言 うべ き とりわ け衝 撃的 なエ ピソー ドは,ヴ ィ ンスの父親 であ る

ティル デ ンとその母ハ リーの間 に近親相姦的関係が あ り,そ の結果 と して誕生 した子供を

ハ リーの夫 ドッジが殺害 し,家 の裏庭 に埋 めたという過去の犯罪で ある。 これ は第二幕で

すで に,過 去の何 らかの問題のせ いで精神を病んで いるという設定で あるティルデ ンが,

シ ェ リーに向か って徐 々に話 して いた ことであ るqD。 彼 ははっき りと 「僕 には息子 が いた

ん だが,僕 た ちは彼 を埋 めて しま った」 と言 っている(βC92)。 彼 によると,あ る日突然

自分の赤ん坊が いな くな り,警 察 も来て探 したが行方が分か らず ドッジだ けが どこに埋 め

られて いるのかを知 って いるというので ある。 この段階で は ドッジはこの事実を必死 に否

定 して いたが,第 三幕の以下の場面で は,家 族 にとって他人で あるシェ リー に対 して まで

も自分で秘密 を暴露す ることにな る。

ドッジ.ハ リーが子供 を産ん だ。男 の子 を。 ……それ は この家族 の 中で育 と うと し

た。 それ は俺 たちみ たいにな ろうと した。 それ は俺 たちの一員 にな ろうと した。

それ は俺が父親で あるふ りをす ることを望んだ。彼女が俺がそ う信 じることを望

んで いたんだ。周 りのみんなが知 って いるというの に。みんな。息子た ちもだ。

ティル デンも知 って いる。 ティル デンが知 って いるはずなんだ。俺た ち他の誰 よ

りもよ く。(、8C124)

この 後 には自分が子供を水 に沈 めて殺害 したことも明か して いるが,彼 はこの子 どもの こ

とを一貫 して 「それ(it)」 と呼 び,人 間扱 い しない。 これは父親 であるテ ィルデ ンは,同

じ赤 ん坊 の こ とを 「彼(him)」 と して いるの と好対照 をな して いる。 タ ブも分析 す る通

り,こ の暴露の シー ンで は,聞 きた くな いと しき りに話 を遮 ろうとす るハ リーの動揺ぶ り

と,テ ィル デ ンが誰 よ りも一番 よ く知 って いるという発言か ら,二 人の間 に関係が あった

ことは もはや疑 いよ うがな い⑫。 ティル デ ンが この赤 ん坊をかわ いが っていた様 子 につ い

ω 劇 中で 明 か され る こ と はな い もの の,こ の 問 題 こそ が ハ リー との 近 親 相 姦 で あ った とす る批 評

も少 な くな い。

q2)Tavv,57.
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て の描写 もこれ に続 く。 また,ド ッジが赤ん坊の父親のふ りをす ることを期待 されたが,

み ん なが真実 を知 って いたというの は,ハ リーとティル デ ンの間の関係が いか に不 自然な

もので あったのか ということの証 ともな って いる。作品の タイ トル と リンクす るこのエ ピ

ソー ドが,こ の家族 を身動 きで きない状態 に とどめてい る と考 え るこ とがで き る。 こう

いった後 ろ暗 い過去 を持つ一家で あるか らこそ,身 内とはいえ突然登場 した ヴィンスらに

対 して,当 初 はその存在を認知 しな いな どの奇妙な態度を とったのだ とす ると,と りあえ

ず彼 らの行動のつ じつ まは合 う。実際,こ の秘密の暴露 シー ンの直後 にヴィンスが帰宅す

ると家族 たちは一一転 して彼の存在を認 め,し き りに友好的 にふ るまお うとす る。祖父 ドッ

ジは家を継が せ ると言 いだ し,祖 母 のハ リーはかつ ての ヴィ ンスは天使 みた いないい子

だったと言 い始 める。 そ して,こ の あとに先 ほどの引用の ヴィンスが過去を幻視す るシー

ンが続 くので ある。要す るに,秘 密の隠ぺ いという重荷が取れ た途端 に,彼 らは態度を豹

変 させ,ヴ ィ ンスの存在 を受 け入れて いるので ある。

ホワ ンの 「家族礼拝』 における家族 は,す で に検証 したように,女 性た ちによって支配

されて いる。第二幕 に入 ると,男 性 ディーゴウは,彼 女 たちの手 によって意思 に沿わな い

キ リス ト教洗 礼 を され そ うにな る。 これ が作 品 タ イ トル の 「家 族 礼拝(familydevo-

tions)』 の意味す る ところなのであ る。本来 な ら,家 族全員 で一 つの宗教を信 じ,一 体感

を持つ ために執 り行われ るべ き儀式で あるにもかかわ らず,皮 肉な ことにここで は家族を

ば らば らにす るきっか けをつ くることにな って しまう。 この家を支配す る象徴的代表で あ

るアマとポポという姉妹 は,半 ば魔女的な までの盲信 さを見せて,弟 デ ィ=ゴ ウの洗礼を

実行 しようと躍起 にな る。 しか し,そ れ に耐え きれな くな ったディ=ゴ ウは,突 然 チェス

ターに掴みかか り,彼 に意味不明の言葉を話 し始 め,チ ェスターはそれを翻訳す る形で発

表 し始 める。

チェスター.八 歳の ディ=ゴ ウは,シ ー=ゴ ー=ボ ーとともに初 めての福音伝道の旅

に出か ける。 ディーゴウとシー 一ゴー 一ボー は,夏 の暑 さの 中を旅 し,福 建省の

小 さな村 にたど り着 いた。 シー=ゴ ー=ボ ーの隣で寝て いると,あ る音が聞 こえ

た。……顔 をあげて,炎 を見 た。炎 とシー 一ゴー 一ボーの姿を。裸だ った。裸で

叫んで いた。両足を大 き く広 げて叫んで いた。……血が どん どん 出て いた。 シー

=ゴ ー=ボ ーの両手 は血の 中か ら赤ん坊を取 りだ した。 シー=ゴ ー=ボ ーが血 ま

みれの赤ん坊を叩 くと,赤 ん坊 は泣 き出 した。(FD145)
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ここで チェスターの 口を通 して ディーゴウが語 るの は,こ の家の女性た ちが信仰の よ りど

ころに して いるキ リス ト教の伝道士 とな った女性 シー=ゴ ー=ボ ーの真実で ある。 アマや

ポポによれ ば,シ ー 一ゴー 一ボー はキ リス ト教布教の ために旅 に出た はずで あったが,同

行 して いた幼 いディ=ゴ ウの記憶 によると,彼 女 はそこで望 まれなか った子供を 出産 して

いたことにな る。 しか も,出 産 を望んで いなか ったのが他な らぬ アマ とポポという女性二

人で あるということも,こ の後 に正気を取 り戻 して,自 身の 口で話 し始 めたデ ィ=ゴ ウに

よって明か され る。

さ らに興味深 いの は,こ の話を デ ィ=ゴ ウは 自分 の 口を通 してで はな く,同 じ男性 の

チェスターに翻訳 させ るという形を取 って発表 させて いるということで ある。デ ィ=ゴ ウ

が 自身の 口調 に戻 る場面で は,「 デ ィ=ゴ ウの言葉 はゆ っくりと英語 にな り,初 めはチェス

ターの翻訳 に重な り,そ れか らそれを凌駕 し始 める」 と描写 され,彼 ら二人の声が重ね る

様子 が示 され る(FD146)。 この意味す る ところは何なのだ ろうか。 同 じ男性 であ るチェ

スターの 口を通 して語 ることによって,単 に自分の洗礼拒否の ための言 い訳 と してだ けで

はな く,中 国系の男性側の意見 を一般化 して表現す ることに成功 して いるので ある。 これ

も一種の投影現象だ と考え ることがで きるで あろう。 というの も,こ こでデ ィ=ゴ ウが語

る意 味 不 明 の言葉 につ いて は,ト 書 きに 「礼 拝 中に意 味不 明 の言 葉 を話 す(speakin

tongue)」 と書かれて い るだ けで ある(FD145)。 つ ま り,例 え ば中国語で あるな どとい

う言語 に関す る指定 は全 くな く,文 字通 り 「意味不明」の言葉なので ある。 しか し,そ れ

にもかかわ らず,チ ェスター はこれを 「翻訳す る(interpreting)」 こ とが可能なのだ とい

う(FD145)。 こ れは,こ の奇 妙な投影方式 で明か され る発言 こそが,男 性二人 の間 にあ

る共通の認識 を発露 して いるのだ という解釈が可能で あろう。つ ま り,た とえ 同 じ言語を

用 いな くて も彼 ら二人の間 には暗黙の うちに互 いに了解 し合え るほどに,男 性た ちの 中に

は共通の認識が 出来上が って いるということを表現す るための有効な手法 とな って いるの

で ある。

そ して この結果,男 性 たちは,虚 構 を信 じて支配的 にふ るまう女た ちに対 して決定的な

打撃 を与え ることに成功す るので ある。 ディ=ゴ ウによって シー=ゴ ー=ボ ーの過去 にか

か わる真実が 明 るみ に出 され,そ れを拠 り所 に して いた女性 たちは これを必 死 に否定 を

し,抵 抗 を試み るのだが,旅 に出た時期や 同行者 に関す る矛盾な どを彼 に指摘 され,論 理

的 に追 い詰 め られて い く。女性 たちの側 は彼の質問 に対 して,言 い淀み,ほ とん どまとも

に応答す ることがで きな い。 その 中で は,キ リス ト教布教 こそが彼女の存在意義の根幹で

あったはずで あるの に,実 は洗礼 さえ も受 けて いな いという指摘 さえ もな され,女 た ちは
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い よい よ行 き場 を失 う。 そ して,こ の暴 露が決定 的 な力 を発揮 す るのは,シ ー 一 ゴー 一

ボーが埋葬 されて いる場 所 につ いての や り取 りにおいて であ る。デ ィ=ゴ ウによ ると,

「彼女 は人生 の最後 の瞬間に,キ リス ト教 の土 にではな く,中 国の土 に埋葬 され ることを望

ん だ。」のだ とい う(。FD148)。 こ こで言 うキ リス ト教 の土 とは,ア メ リカの土を象徴 して

いることは明 らかで あ り,ア マとポポの思惑 とは違 って,シ ー 一ゴー 一ボー は中国 に埋葬

されて いることがわか る。彼女 は,ア メ リカで はな く中国の 「土 に還 る」 ことを望んだの

で ある。つ ま り,シ ー=ゴ ー=ボ ー は女性で あ りなが ら,も はや アマ とポポ姉妹 とは決別

し,デ ィ=ゴ ウを は じめとす る男性側が帰属を主張 して いる中国 に思 いを馳せて いた こと

にな る。 アジア系 アメ リカ人 という表現 その ものが象徴す るように,彼 らの アイデ ンティ

ティはその存在の瞬間か ら二つが併存 して いることにな る。彼 らにとって,自 分た ちが,

何 に,ど こに,ど ち らに,属 しているのか とい うことは重要 な問題意識 となる。 もちろん,

両 者が うま く 「共存」す ることが理想で あるのだが,往 々に して どちらに帰属す るのかが

問題 となる。特 に,家 族 内部 という狭 い範囲 において,各 メ ンバーの見解 に相違が生 じて

しまうと,根 の深 い トラブル につなが って しまう。作者 ホワン自身が これを体験 して いる

ことによ り,劇 中の人物 たちのせ めぎ合 いは迫力の あるもの にな って いる。

結局,こ の一連の秘密の暴露 に衝撃 を受 けたアマとポポ姉妹 は,こ の直後 に死んで しま

う。つ ま り,自 分 たちが シー=ゴ ー=ボ ーという存在の 中に見て いたキ リス ト教伝道 に勤

しむ理想的な姿 は,た だの まやか しで しかなか ったことが暴露 され,彼 女た ちは拠 り所を

失 い,も はや存在 し続 けることす らで きな くな って しまう。 しか も,す でに言及 した通 り,

デ ィ=ゴ ウによると,そ もそもシー=ゴ ー=ボ ーの 出産を望んで いなか ったのが他な らぬ

この二人で あったというので あるか ら,彼 女 らが シー=ゴ ー=ボ ーを勝手 に神格化 し,家

を支配す るの に利用 して いたことにな る。すなわ ち,彼 女 らは明か された真実その もの に

シ ョックを受 けたので はな く,自 分 たちが知 りなが ら隠 して きた秘密を暴露 された ことに

よって,死 ぬ しかな くな って しまうので ある。彼女 たちは自分 たちの意志で,中 国 とのつ

なが りを断 ち,シ ー 一ゴー 一ボーの存在 を理 由にキ リス ト教 に改宗 し,ア メ リカへの帰属

を図 って きたのだが,そ の根幹が崩れ たこの瞬間,も はや もともとの 中国側 に再帰属をす

ることさえ もかなわな い。

また,こ の ように シー=ゴ ー=ボ ーが埋 め られた場所 につ いての言及 があ る ことは,

シ ェパ ー ドの 「埋 め られ た子供』 において近親相姦の結果 と して望 まれず に産 まれ,ド ッ

ジによって殺害 され た子供が家の裏庭 に埋 め られて いたという事実を容易 に想起 させ る。

しか も,ホ ワ ンの作品の子供 は埋 め られ たという言及が あるわ けで はな いものの,ど ちら
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の子供も出産を 「望まれなかった」という点までもが共通 しているのである。さらに言え

ば,両 作品においては各家族が抱える「望まれずに産まれた子供」をめぐる秘密が核となっ

ていて,そ れが暴露されることこそがプロットの展開における重要な役割を果た している

という共通点がある。

この二つの劇には,も う一つ重要だと思われる共通点がある。それは血縁関係にある男

たちのかかわ りにおいて,父 親の存在感が希薄であることである。特に結末部分の彼らの

行動パターンやその構図において,二 つの劇 における共通性が明らかである。まず,「埋め

られた子供』の結末部分では,死 んだ祖父 ドッジから家を相続 したことに満足げに浸 る

ヴィンスがソファに座っている背後で,ド ッジによって殺害され,裏 庭に埋められていた

子供の父親のティルデンがその遺体の残骸を掘 り起こし,胸 に抱きかかえて家の中に登場

し,近 親相姦の相手であったハ リーのいる二階へと階段を上っていく。この場面のヴィン

スはそれまで ドッジが占有 していたソファを独占するが,こ れについてウェイ ドは 「ヴィ

ンスがこの位置にいることは,象 徴的な意味で,そ の ミイラ化 した遺体が家族の罪と堕落

をすべて明か して しまう埋められた子供の帰宅に取って代わられる」⑱と分析 している。

確かに遺体を抱えて登場するさまが衝撃的であるために,ヴ ィンスの相続のインパク トは

弱まり,埋 められた子供の方に注目が向 くのは当然である。 しか し,こ こからさらに考察

を深めると,こ のラス トシーンでは文字通 り地中に 「埋められていた」子供の遺体と,家

族の記憶か ら意図的に抹消され,い わば家族の歴史の中に埋没させられていたはずが,祖

父 ドッジの死の直前の急な相続宣言により掘 り起こされたヴィンスという存在の二つが,

舞台上に同時に並んでいる象徴的な場面なのである。さらには,テ ィルデンは埋められた

子供の父親であると同時にヴィンスの父親でもあるはずなのである。これは劇の冒頭から

ヴィンス自身がティルデンのことを何度 も父親だと呼んでいることから明 らかである。

ティルデンは過去の問題のせいで精神を病んでいるという設定であることもあり,ヴ ィン

スを息子だと認めることはない。 しか し,第 二幕においてシェリーからヴィンスの父親で

あるのかと尋ね られた際には,「彼のことを知 っている気がする。彼の何かを知 っている

気がする。彼の顔の中に顔が見える気がする。⑱C100)」 と,ま るですでに分析 したヴィ

ンスによる幻視の場面を思わせるような暗示的な発言をしているのである。顔の中に顔が

見えるということは,こ の劇中世界においては,幻 視の状況と同じく自身の血縁関係にあ

ることの証とな りうる。つまり,テ ィルデンはヴィンスの父親だと考えてよい。 しか し,

これ以外にその証拠となる言及は一切 ない。また,す でに引用 したように,テ ィルデンは

⑱Wade,102.
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「自分 には息子(ason)が い たが埋 めて しまった」 という発言 をす るが,単 数形か らわか

るとお りここで言及 され る息子 は一人で あ り,ヴ ィ ンスが この計算 に入 る余地がな い。そ

れ にもかかわ らず,祖 父 ドッジによって孫 と して認知 され,家 を相続 させ るといわれて い

るので あるか ら,祖 父 ドッジ,父 ティル デ ン,孫 ヴィ ンスという三世代の男た ちの 中で,

テ ィル デ ンの発言だ けが どうにもおさま りが悪 い。 この奇妙なエ ンデ ィングのせ いで,観

客 は再 びヴィ ンスの存在 に対 して疑 いを向 けな けれ ばな らな い。 ドッジか ら家を受 け継 ぐ

にふ さわ しい人物で あったのか という問題 に直面 して しまうので あるが,劇 はこの まま終

わ って しまい,あ とは観客の想像力次第 とされて しまうので ある。

また,ド ッジか らす ると,長 男で あるティル デンを飛 び越えて孫 ヴィンスに家を相続 さ

せ る とい うの も,こ の構 図にお いてはテ ィル デ ンの存在 の希薄 さを示す ことにな って い

る。 シェパ ー ドの他の家族劇 において は,父 親 と息子の関係 というのが軸 とな って いるも

のが多 いだけに,こ の祖父 と孫 を重視す る劇 は特異な印象 を与え る。 これ とよ く似た現象

が,「 家族礼拝』において も起 こる。 祖父世代 のデ ィ=ゴ ウと,孫 世代 のチ ェスターの間に,

チ ェスターの父 親であ るロバ ー トがい るω。彼 は男性で あるのだが,ア メ リカで成功 し,

富 を得て いることもあって 中国 に思 いを馳せ る男 たちとは一線を画 した行動を とる。彼 は

自分が アメ リカに順応 して いることをディーゴウに示す ために,バ ーベ キュー用 に準備 さ

れ た中国 を思わせ る鮫子を地面 に投 げつ けてふみつぶ し,ま たアメ リカにお いて成功 した

自身の栄光 を自慢す ることに没頭す るな ど,明 らか に反 中国の姿勢を表明す る(FD120)。

ま た,す で に見 た引用か ら明 らかな ように,幻 視の場面 に彼 は一切 登場 しな い。 これ に加

えて,結 末部分 における彼の存在 はかな り希薄な もの にとどまって いる。彼 は息子で ある

チ ェス ターに しき りに話 しか け るので あ るが,有 益 な返答 はな されず 沈黙が続 く。 そ し

て,決 定的なの は最後の ト書 きにある描写で ある。 ラス トシー ンで チェスター は家の外 に

あるテニ スコー トへ 出て,あ る地点 に立つ。 ここが劇の 冒頭で ディーゴウが立 って いた位

置で あると指定 されて いる。 同 じ位置 に立 たされて いることが象徴 して いる通 り,こ の劇

において もや は り,デ ィーゴウの思 いを受 け継 いで い くの は,そ の息子世代の ロバー トを

飛 ば して,孫 世代の チェスターとされ るので ある。 そ して,劇 は 「チェスターの顔の形が

変化 し始 める」 とい う言葉で劇が締 め くくられて いる(FD150)。 こ の変化 は,幻 視の場

面で チェスターが危機感を示 して いたような キ リス ト教的 アメ リカに順応 して しまう変化

で あるはず はな い。 シー=ゴ ー=ボ ーの幻想が消え,支 配的で あった アマ とポポ姉妹が死

ω 厳密にいえば,チ ェスターはディ=ゴ ウの姉ポポの孫であるが,こ こでは世代の差を重視する

こととする。
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去 した後で あるが,ま だ その名残の ある家の 内部で はな く,戸 外の テニ スコー トにお いて

彼の顔が変化 して いることに注 目 しな けれ ばな らな い。 また,こ の場面での父親 ロバー ト

の存在 は,息 子 に半 ば無視 され るほどに軽視 され る程度の もので しかな い。 しか も,彼 は

男性で あるにもかかわ らず,幻 視 には加わ らず,女 性 たちの支配下 にあった家か ら出るこ

とさえで きな いままなので ある。つ ま り,デ ィーゴウとチェスターの いる男性側,中 国側

の仲間 に入 ることはな いので ある。彼が アメ リカに執着 して いるの は,自 身の経済的な成

功のせ いで あるため,中 国への帰属を求 めるディ=ゴ ウたちの側 に付かな くて も生 きて い

くことはで きるだ ろう。 しか しなが ら,家 族の 中にあったシー=ゴ ー=ボ ーを 中心 とす る

幻想な き後の この家 に取 り残 されて しまったという印象 は拭えな い。「埋 め られた子供』の

ティル デ ンは劇の プロ ッ トの展開の うえで重要な近親相姦 という事件を起 こ してお り,劇

における役割 と して は重要な ものを与え られて いるが,こ の結末部分での ロバー トは積極

性 に欠 け,も はや ただ そこに存在す るだ けの一登場人物の役割 を超え ることはな い。つ ま

り,こ れ ら二つの劇 における父親 という存在 は,相 当に希薄な もの にとどまって いるので

ある。

4.シ ェパ ー ドか らア ジア系 作 家 ホ ワ ンへ

ここまで は,二 人の作家の共通点や,作 品の類似性 に注 目 して分析を して きたが,彼 ら

の 間の影響 関係 を見 てい くうえで,何 よ りも興 味深 いの はその出 自の差 異で あ る。 シェ

パ ー ドは,批 評家 の間で しば しば現代 アメ リカ劇作家 の期待 の白人(whitehope)で あ る

と評 され る通 り,白 人を代表す る作家で ある。 また,彼 自身 も,白 人男性で あることを意

識 した作 品を多 く発表 して いる⑮。つ ま りは,白 人 男性であ るとい うことこそが,自 他共

に認 める 「サ ム ・シェパー ド」 という人物像なので あることは疑 いな い。 また,登 場人物

につ いて考えてみて も,数 多 い彼の作品群を見渡 して も,例 え ば,メ キ シコが舞台 とされ

る 『コ ンスエ ラのた めの眼』 や,『 見え ざる手』 のよ うに宇宙人 と思 われ る人物 の登 場す

る例外的 な劇 はあるものの,ア メ リカにおける白人以外の人種を思わせ る人物が登場す る

作品 はほぼ見 当た らな い。 というよ りも,そ もそも彼の劇作品の登場人物紹介欄 には,性

別や年齢 に関す る大まかな記載 はある ものの,人 種 に関す る記述 はほ とん どない⑯。つ ま

⑮ 彼の 「コンスエラのための眼』という作品において,白 人の登場人物の青い眼が危機に晒され

ることが示すアメリカにおける白人たちの危機感については,Morimoto(2008)に 詳 しい。

㈹ ただし,初 期作品などにおいては,例 外的にホピ族などのネイティブアメリカンの部族に関す

る記述はある。しかし,こ れらはいわゆる人種のるつぼとしてのアメリカという今回の視点から

は外れるものと考える。
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り,彼 の作品の登場人物は暗黙のうちにほぼすべてが白人であることが前提になっている

のである。これは,人 種のるつぼといわれるほどにアジア系をはじめ多種多様な人々が混

在するアメリカにおいて生活 し,そ こで演劇作品を発表 している作家としてはかな り特異

なことであろう。ただ し,こ れは彼の視野の狭さを示すという訳ではない。む しろ,こ の

ような人種に関する記述を敢えて除いている節があるか らである。彼は敢えて,白 人たち

の世界における問題点のみを劇の中心にして,家 族の問題に焦点を絞っているのである。

そうすることで,人 種の差異などの問題が劇中に侵入 し,視 点が拡散 して しまうことを防

いでいるのだとも考え られる。

これに対 し,ホ ワンは父親が上海生まれで,母 親はフィリピン生まれという中国系アメ

リカ人であり,ア ジア系の作家であるという評価を背負っていく運命にある人物である。

プッチー二のオペラ 「蝶々夫人』をもとに,男 性であることに気がつかずに元京劇女形の

スパイとの関係を続けたフランス人外交官にまつわる実話か ら作 り上げた彼の代表作『M・

バタフライ』を見ても明 らかであるが,彼 の劇中で常に問題になるのは,ア ジア系男性の

綾小化されたイメージである。つまり,彼 は演劇を書 く上でアジア系アメリカ人であるこ

とを避けて通るわけにはいかないのである。この点が同じ男性作家であるシェパー ドと大

きく異なる点であり,こ れが今回の両作品の違いとして如実に現れるのである。彼の場合

は,シ ェパー ドと同じように家族について書こうとするだけで,そ こにアジア系であるこ

ととアメリカ人であることの間の葛藤という問題がどうしても生 じて しまう。この証拠と

して,彼 は自身の多 くの演劇の中で,白 人と中国系の差異を何とか埋めようという試みを

行っている。例えば1992年 初演の 「フェイス・ヴァリュー』では,劇 中で演 じられるミュー

ジカルの中国人の役を白人の役者が演 じるが,白 人を装った中国人がこれを妨害 しようと

し,さ らには中国人役の白人役者をアジア系だと錯覚 した白人至上主義者が彼を誘拐する

という,人 種と役柄の入 り混 じった複雑な設定を取ったために評価はされなかったが,こ

こに示されている彼の態度は彼のアジア系アメリカ人としての立ち位置を確認する上で重

要である。つまり,こ れは白人とアジア系の中にはこのような錯覚が起こるほどに外見の

近いもの もいなが ら,そ の実態の差は歴然としているということに対する抗議なのであ

る。すなわち,ア ジア系アメリカ人であるホワンの作品は,一 家族の中のある男性のアイ

デンティティの不安について書こうとしても,そ の問題は結局のところ,人 種の間におけ

るアイデ ンティティの葛藤というより拡散 した問題に読みかえられざるを得ないのであ

る。これは,同 じテーマを扱いつつも作者の出自の異なる今回の二つの作品の比較を通す

ことによって,最 も明確に見えて くる問題だと言うことができよう。
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5.終 わ り に

ここまで見て きたように,シ ェパ ー ドとホワ ンは,そ の 出自の差異 とともに人種 に関す

るアプローチの全 く違 う二人で あることは明 らか にな った。 そうすれ ばなぜ,ホ ワンは作

品の献辞 に名前を挙 げるほどにシェパ ー ドに惹かれ たので あろうか?単 に劇作の ワー ク

シ ョップで 出会 ったか らとい うだ けで はな いだろ う。それ は,人 種 や民族 の差 はあれ ど

も,男 性性 ・マスキュ リニ ティの表象の仕方や考え方 に共通す るものを感 じて いるか らだ

と考え ることがで きる。

シェパ ー ドの作品で は,ヴ ィンスが家族か ら自身の存在を認知 して もらえな いという特

殊 な状況下 において,見 たこともな い祖先の姿を見 たと主張す る。 これ は,そ れを よ りど

ころに しな いと自身の存在が喪失 して しまうというアイデンティティに対す る危機感が見

せ た幻覚で あると言え る。 この幻視の発表の後,結 局彼 は祖父か ら認知 され,家 を相続 し

て いるので,彼 自身の アイデンティティの危機 は回避 されて と言 って よい。ただ し,す で

に分析 した通 り,父 親で あるテ ィル デ ンか らはその存在 を認知 させ るこ とはなか ったの

で,こ の点 に関 しては不安が残 るのは確 かであ る⑰。 しか し,ラ ス トシー ンでの ヴィンス

はもはや相続 した家の ことに夢 中で,テ ィル デンやハ リーの ことは全 く頭 にな い様子で あ

り,自 身 のア イデ ンテ ィテ ィの危機 に関す る意識 は完全 に消え てい ると考 えて よいだ ろ

う。

ホワ ンの作品で は,バ イオ リンの表面 に顔を映 し,自 身の祖先の顔を確認 したデ ィ=ゴ

ウとチェスターという男性二人が,女 性 たちに強要 され る意思 に沿わな いキ リス ト教洗礼

が象徴す る中国人 と しての アイデンティティの危機を回避す るた めに,デ ィ=ゴ ウが チェ

スターに愚依す るような形で 自身の考え を投影す ることで一体 とな って 中国系の男性 と し

ての アイデ ンティティの回復 と確保 に成功 して いると考え られ る。 しか しなが ら,ロ バー

トという人物が象徴的 にあ らわす通 りに,ア ジア系男性で あ りなが らアメ リカに取 り込 ま

れて しまうもの もいるという問題が残 され たままで あるというの も事実で ある。

自分の祖先の姿 を幻視す る男 たちというよ く似 たテー マを用 いて演劇を作 って いるこれ

ら二人 の男性作 家 たちの分析 を通 して明 らか になるの は,男 たちが抱 えるア イデ ンテ ィ

ティの不安 に関す る問題 は普遍的で あるということで ある。彼 らは常 に,自 分た ちが何者

⑰ さらに,彼 女シェリーは去って しまった上に,埋 められていた子供の暴露や,さ まざまな問題

を抱える家族の存在など,家 長としての前途は多難であることは暗示されている。
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で あるのか,ど こに帰属すべ きなのか ということに不安 を感 じ,そ れを意識 しなが ら生 き

て いるということなので ある。 白人 と しての アイデ ンティティにこだわ りを見せ,あ くま

で家族 の範囲 内にお けるアイ デ ンテ ィテ ィの表象 に こだわ りを見 せ たシ ェパー ドの視 点

は,同 じく家族を扱 いつつ もアジア系 アメ リカ人 という出自を持つ という事実その もの に

よって その対象範囲 を人種の問題 にまで拡大せ ざるを得な いホワンというフィル ターを通

す ことによって,複 雑化 し,広 が りを見せて いる。劇作 において シェパー ドの影響を受 け

たホワ ンの作品 との比較を通す ことで,シ ェパー ドが扱 ったテーマの普遍性が改 めて浮 き

彫 りにな るわ けで,こ こで はホワンの演劇が シェパ ー ドに影響を与え返 して いると結論付

けることがで きる。
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